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古典作品を素材に (15】
』 フル炉夕訳聖書『ヨハネ福音書」より一接続法半過去の起源一 』
秋山 学
今月はプルガータ訳新約聖書の「ヨハネ福音書Jからテキス トを選んでみましょう。
Ea Haec lociitus est Iesus ; etsublevatis oculis suis in caelum dixit : ≪Pater, 
venit hora : clarifica円liumtuum, ut Filius clarificet te, sTcut dedistI eT potestatem 
omnis carnis, utomne, quod dedisn eT, det eTs vTtam aeternam. Haec est autern vTta 
aetema, ut cognOscant te solum verum Deurn et, quem mTsistT, lesum Christum. Ego 
te clarificavT super terram: opus cOnsummavT, quod dedistI mihi, utfaciam; etnunc 
clarifica me ti, Pater, apud temctipsum claritlite, quam habebam, priusquam mundus 
esset, apud te≫. — E vangelium secundum foannem, 17, I -5 
電 Ainsiparla Jesus, et levant Jes yeux au ciel, idil : ≪Pere, l'heure est venue 
glorifie ton Fils, afin que ton Fils le glorifie et que, selon le pouvoir que tu lui as 
donne sur toute chair, i donne lavie eternele itous ceux que tu Jui as donnes ! Or, 
la vie cternelle, c'est qu'ils te connaissent, toi, le seul veritable Dieu, et celui que tu 
as envoye, Jesus-Christ. Je t'ai glorife sur la terre, en menant i bonne fin l'reuvre que 
tu m'as donne de faire. Et maintenant, Pere, glorifie-moi au pres de toi de la gloire que 
j'avais aupres de toi, avant que fut le monde. ≫ 
・遍＇ イエスは以上のように述べた。そして目を天に向けて上げると次のように言った。〈父よ、
時が来ま した。あなたの子を輝かせて下さい、子があなたを繹かせられるように。あなたが子に、あ
らゆる肉に対する権能を与えたのと同じように。それは、あなたが彼に与えたすべてに関して、彼
らに永遠の生命を与えることができるためです。永遠の生命とはこのこと、すなわち彼らが、あな
たこそ唯ーなる真の神であり、あなたが遺わしたイエスこそキリストであると知ることです。わた
しは地上にあって、 あなたを輝かせました。すなわち、あなたがわたしに、果たすべく委ねたすぺて
わざ
の業を、わた しは成し遂げました。ですから今、父よ、わたしをあなたの御前で、 世が成るより も前
にわたしがあなたの御前で持っていた栄光によって、 輝かせて下さい〉。
飛後の一文に注目しましょう。この文章を単純化すると ≪clarifcame claritate, quam 
habebam, priusquam mundus esset≫ 「わたしを、世が成るよりも前にわたしが持ってい
た栄光によって頼かせて下さい」となるでしょう。この文章では意味上、 quamに始まる
関係代名両節が末尾の essetまでを含み、この節の中では habebamが主動詞、essctが
priusquamに導かれる副文（この場合は時間節）中の動詞、ということにな ります。
さてラテン語では、副文中の動詞が接続法に憧かれる場合、その活用形の時称は「相
対時称」となり、主文の動詞の時称に対応して定まります。その規則を「時称対応」と呼
びますが、これは、①主動詞の時称がa「本時称」（現在もしくは未来）なのか b「副時称」
（過去）なのか、②副文中の動詞行為が、主文の動詞行為に対して a「同時」（「以後」を含
む）なのかb「以前」なのか、という二項に基づく規則です。本文では、主動詞は直説法
未完了過去形であり 「副時称」に属 します。一方「世が成る」云々というのは 「想定内容J
であるため、副文中の動詞は接続法に置かれ、かつ副文は主文に対して「同時」 （ないし
以後）的関係にあります。従って① b X② aとなり、そのような場合、本文のように、副
文中の動詞活用形はイ）接続法未完了過去に置かれます。ちなみに副文中の動詞形は、
① a X② aならア）接続法現在、①a X② bならウ）接続法完了、① b X② bならエ）
接続法過去完了となります（ア～エがラテン語の接続法四形）。
一方フランス語の接続法には、現在 • 過去、半過去 • 大過去の四形があり 、 上掲の仏訳
では、この箇所は "avantque fut le monde"となっていて、 futは接続法半過去形ですね。
フランス語における接続法半過去の語形は、ラテン語における接続法過去完了形の残
影を留めていますが（仏 m1くラ fuisset)、接続法半過去の 1人称単数形は「単純過去の
2人称単数形に seを加えれば得られる」と習います。フランス語の単純過去形はラテン
語の直説法完了形に相当し、ラテン語の接続法過去完了形の語幹は、ラテン語直説法完
了形の語幹と同一であるため、この説明は日語学的に適正なものです。
ただフランス語では、ラテン語にあってはまだ見られなかった複合形、 つまり助動詞
のavoirもしく はetreに動詞の過去分詞を添えて形成する動詞活用形が出現します。従
って、フランス語における接続法過去形は avoir/ etreの接続法現在形＋過去分詞、接続
法大過去形は avoir/ etreの接続法半過去形＋過去分詞という語形になります。
こうして見ると、ラテン語の接続法四形のうち、語形の上でフランス語に移行してい
るのが、最初と最後に当たる現在形と過去完了形だということに改めて気づきます。統
語論の上では、本文のように、ラテン語の接続法未完了過去に対して、フランス語でも
（複合形ではなく）単純形である接続法半過去が用いられ、伝承が持続していると言え
ましょう。ただ語形の上では、ラテン語の接続法諸活用形の間の差異を、 より明確に伝
承する必要がある という意識が働いたのかも知れません。
（あきやま ・まなぶ）
